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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
学
習

建
設
長
崎
活
動
者
研
修
会
が
十
一
月
十
七
日
㈫
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
長
崎
原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
に
て
、
組
合
員
・
主
婦
・
書
記

局
の
合
計
二
五
二
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
全
建
総
連
よ
り
税
金
対
策
部
の
小
林
正
和
部
長
を
招
い

て
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
を
中
心
に
「
全
建
総
連
リ
フ
ォ
ー

ム
協
会
」
に
つ
い
て
約
二
時
間
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
研
修
会
は
、
始
め
に
主
催
者

を
代
表
し
て
北
村
執
行
委
員
長

が
「
国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
利
便
性
を
強
調
す
る
が
、

私
た
ち
に
は
個
人
情
報
の
漏
え

い
な
ど
不
安
が
多
い
。
し
っ
か

り
学
習
し
て
ほ
し
い
」ま
た「
最

近
は
、
建
築
と
無
関
係
の
異
業

種
の
大
手
資
本
が
リ
フ
ォ
ー
ム

市
場
に
参
入
し
て
い
る
。
地
元

の
中
小
事
業
者
が
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
る
よ
う
全
建
総
連
リ

フ
ォ
ー
ム
協
会
を
設
立
し
た
。

職
域
を
守
る
立
場
か
ら
建
設
長

崎
も
今
後
学
習
会
を
し
て
い

く
。」
と
あ
い
さ
つ
。

小
林
部
長
の
講
演
で
は
、「
多

く
の
国
民
が
よ
く
解
ら
な
い
ま

ま
ス
タ
ー
ト
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
だ
が
、
大
き
な
企
業
と
中

小
の
事
業
所
が
対
応
す
る
内
容

が
全
く
同
じ
で
は
、
本
当
に
難

し
い
。
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
二

〇
一
六
年
分
（
来
年
分
）
以
降

の
社
会
保
障
と
税
に
関
す
る
書

類
に
十
二
ケ
タ
の
番
号
を
記
載

す
る
と
い
う
こ
と
。
②
複
数
の

行
政
機
関
で
管
理
し
て

い
た
情
報
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
名
寄
せ
突
き

合
せ
を
し
て
効
率
を
上

げ
る
。
と
し
て
お
り
、

将
来
は
民
間
活
用
を
含

め
て
預
貯
金
口
座
へ
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け

る
事
に
な
っ
て
い
る
。」

と
概
要
を
説
明
。
さ
ら

に
私
た
ち
が
最
低
限
や

る
べ
き
点
と
し
て
、
事

業
所
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
事
務
を
行
う
の
は
、

従
業
員
を
「
雇
用
」
し

て
お
り
「
社
会
保
険
や

税
の
書
類
を
作
成
」
す

る
場
合
に
必
要
で

（
一
）
社
会
保
障
・
税

関
係
以
外
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
収
集
・
保
管
・

利
用
し
な
い（
大
前
提
）。

（
二
）
誰
の
、
ま
た
、

何
の
事
務
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
に
な
る
か
を
事
前
に
確
認

す
る
。

（
三
）
担
当
者
を
決
め
、
担
当

者
以
外
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
係

事
務
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

（
四
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集

す
る
際
に
は
本
人
確
認
を
行
う
。

（
五
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
書

類
は
鍵
の
か
か
る
書
庫
な
ど
で

保
管
す
る
。

（
六
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り

扱
う
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ー
タ
フ
ァ

イ
ル
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定

す
る
。

（
七
）
保
存
の
必
要
が
な
く

な
っ
た
書
類
や
デ
ー
タ
は
破
棄
、

消
去
す
る
事
の
七
項
目
が
必
要

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
一
人
親
方
な
ど
従
業
員
の

書
類
を
作
成
す
る
必
要
が
な
い

人
は
、
事
業
者
と
し
て
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
事
務
は
な
い
こ
と
も

付
け
加
え
ま
し
た
。

全
建
総
連
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
が

二
〇
一
四
年
九
月
に
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
団
体
登
録
制

度
」
を
創
設
し
た
こ
と
に
伴
い
、

全
建
総
連
も
昨
年
四
月
に
「
リ

フ
ォ
ー
ム
協
会
」
を
設
立
し
、

団
体
と
し
て
の
登
録
申
請
を
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
消
費
者

が
安
心
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た

地
元
の
中
小
事
業
者
の
職
域
を

守
る
た
め
と
し
て
、
資
格
取
得

の
た
め
の
受
講
と
会
員
の
登
録

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
継
続
・
労
働
条
件
改
善

《
長
崎
県
》

十
一
月
十
日
、
午
後
二
時
か

ら
長
崎
県
庁
に
お
い
て
、
相
川

協
会
長
、
北
村
委
員
長
他
二
十

一
名
は
、
吉
村
（
庄
）、
山
田
、

吉
村
（
正
）
各
県
議
同
席
の
中
、

浅
野
土
木
部
長
他
七
名
の
県
幹

部
に
対
し
要
請
し
ま
し
た
。

相
川
協
会
長
か
ら
要
望
書
を

手
渡
し
、
北
村
委
員
長
が
は
じ

め
に
「
全
国
的
に
若
年
技
能
者

の
不
足
や
少
子
高
齢
化
も
あ
り
、

建
設
技
能
者
の
賃
金
、
待
遇
を

良
く
し
な
い
と
今
後
の
建
設
産

業
の
明
る
い
未
来
は
な
い
」
と

訴
え
、
公
共
工
事
の
分
離
分
割

で
の
平
均
的
な
工
事
の
発
注
や

公
共
工
事
に
お
け
る
木
造
建
築

物
の
振
興
、
九
州
で
最
下
位
と

な
っ
て
い
る
設
計
労
務
単
価
の

引
き
上
げ
を
求
め
た
。
ま
た
、

今
年
度
、
国
の
省
エ
ネ
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
の
関
係
も
あ
り
六
千
五

百
万
円
の
予
算
と
な
っ
た
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
来
年
度
三

億
円
の
予
算
化
と
県
民
、
市
民

が
十
分
に
利
用
で
き
る
よ
う
制

度
の
改
善
を
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
浅
野
土
木
部
長

は
、「
分
離
発
注
に
つ
い
て
は
、

出
先
も
含
め
、
で
き
る
だ
け
取

り
組
む
方
針
で
あ
り
、
発
注
単

価
に
つ
い
て
も
適
正
価
格
を
い

か
に
把
握
す
る
こ
と
が
大
事
で

年
一
回
の
調
査
を
毎
月
行
い
、

状
況
に
応
じ
て
取
り
組
み
を

や
っ
て
い
る
。」
ま
た
、
労
務

単
価
に
つ
い
て
は
労
務
費
調
査

等
へ
の
適
正
な
申
告
で
引
き
上

げ
が
図
ら
れ
る
よ
う
協
力
要
請

が
あ
っ
た
。

後
継
者
の
育
成
で
は
、「
こ

れ
か
ら
先
を
担
う
若
者
が
ど
う

し
た
ら
建
設
業
に
入
っ
て
い
た

だ
け
る
か
を
重
点
に
施
策
を

や
っ
て
い
る
。
県
で
は
週
休
二

日
制
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
労

働
条
件
の
改
善
の
た
め
に
、
試

行
的
だ
が
取
り
組
み
を
始
め
て

い
る
。
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
は
、
当
面
三
年
間
と
い

う
こ
と
で
行
い
、
今
年
が
最
終

年
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
総
括
を
し
た
上
で
、
来
年
以

降
を
ど
う
す
る
か
現
在
検
討
し

て
い
る
」
と
回
答
。

再
度
、
北
村
委
員
長
、
相
川

会
長
、
同
席
の
各
県
議
か
ら
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
必
要

性
と
予
算
増
額
を
重
ね
て
訴
え
、

終
了
し
た
。

《
長
崎
市
》

十
一
月
十
日
、
午
後
三
時
三

十
分
か
ら
長
崎
市
役
所
第
二
応

接
室
に
て
、
三
藤
副
市
長
他
七

名
の
部
課
長
対
し
、
相
川
協
会

長
、
北
村
委
員
長
他
十
六
名
と

板
坂
、
佐
藤
市
議
同
席
の
中
、

要
請
し
ま
し
た
。

相
川
協
会
長
か
ら
要
望
書
を

手
渡
し
、
北
村
委
員
長
が
公
共

工
事
に
お
け
る
分
離
分
割
発
注
、

木
造
建
築
物
の
振
興
、
九
州
で

最
下
位
と
な
っ
て
い
る
設
計
労

務
単
価
の
引
き
上
げ
、
若
年
技

能
者
を
育
成
し
な
が
ら
地
域
産

業
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
継

続
・
拡
充
を
強
く
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
三
藤
副
市
長
は
、

「
公
共
事
業
を
経
済
政
策
の
一

つ
の
柱
と
考
え
て
お
り
、
今
日

の
建
設
業
界
の
担
い
手
確
保
が

難
し
い
と
い
う
課
題
も
認
識
し

て
い
る
。
担
い
手
を
確
保
す
る

た
め
に
も
事
業
が
安
定
的
に
確

保
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
投
資

的
経
費
を
少
な
く
と
も
二
百
億

以
上
は
確
保
し
て
い
き
た
い
。

そ
れ
以
外
に
も
最
低
制
限
価
格

の
引
き
上
げ
等
仕
事
が
や
り
や

す
い
仕
組
み
を
作
っ
て
い
こ
う

と
見
直
し
も
随
時
し
て
い
る
。

皆
さ
ん
方
か
ら
で
た
ご
意
見
を

精
一
杯
検
討
し
て
進
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
各
担
当

部
長
か
ら
、「
工
事
の
発
注
に

つ
い
て
は
、
地
元
業
者
の
受
注

機
会
の
確
保
に
配
慮
し
て
い
き

た
い
。
賃
金
、
就
労
環
境
の
改

善
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
が
若

者
に
と
っ
て
、
よ
り
魅
力
的
な

業
種
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
に
つ
い
て
は
、
社
会
や

経
済
の
動
向
を
見
極
め
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
等
を
考
慮
し
な
が

ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。」
と

回
答
が
あ
っ
た
。

同
席
の
二
人
の
市
議
か
ら
も

要
望
内
容
に
応
え
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
た
だ
き
、
終
了
し
ま

し
た
。
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【年末年始のお知らせ】
仕事納め 12月28日（月）
仕事初め 1月5日（火）
年末の事務処理は12月25日㈮まで
新年の通常業務は1月6日㈬より

従
業
員
を
雇
用
す
る
事
業
所
が
社
会
保
険
・
税
の
業
務
を

行
う
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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2015
長
崎
県
総
合
住
宅
フ
ェ
ア

〜
環
境
に
や
さ
し
い
県
産
材
で

地
震
に
強
く
快
適
な
住
ま
い
づ
く
り
〜

長
崎
県
と
長
崎
ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
づ
く
り
推
進
協

議
会
が
主
催
す
る
「
2
0
1
5
ま
ち
づ
く
り
総
合
住

宅
フ
ェ
ア
」
に
（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会
と

建
設
長
崎
が
協
賛
し
、十
月
十
一
日
に
佐
世
保
会
場（
島

瀬
公
園
）、
十
一
月
一
日
に
島
原
会
場
（
サ
ン
プ
ラ
ザ

万
町
駐
車
場
）、
十
一
月
七
日
・
八
日
に
長
崎
会
場（
夢

彩
都
横
お
く
ん
ち
広
場
）
で
「
環
境
に
や
さ
し
い
県
産

材
で
地
震
に
強
く
快
適
な
住
ま
い
づ
く
り

〜
わ
く
わ

く
体
験
・
体
感
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

《
佐
世
保
会
場
》

住
ま
い
・
る
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
5
in
佐
世
保

会
場
で
は
多
く
の
出
し
物
が

あ
る
中
、
建
設
長
崎
と
し
て
建

ち
家
の
実
演
と
餅
ま
き
。
ス

テ
ー
ジ
上
で
は
丸
太
切
り
、
釘

打
ち
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
組

合
員
か
ら
、
の
こ
ぎ
り
や
金
槌

の
持
ち
方
・
使
い
方
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
奮
闘
す
る
子
供
た

ち
に
、
会
場
か
ら
の
応
援
と
笑

顔
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
建
ち
家
の
実
演
に
つ
い

て
は
佐
世
保
官
公
需
業
者
会
会

員
と
青
年
部
組
合
員
の
協
力
に

よ
り
実
施
さ
れ
、
餅
ま
き
で
は

多
く
の
来
場
者
の
注
目
を
集
め
、

繁
華
街
か
ら
近
い
こ
と
も
あ
り

沢
山
の
お
客
さ
ん
で
賑
い
ま
し

た
。

《
島
原
会
場
》

第
二
十
三
回
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｄ
Ａ
Ｓ
ま
ち
づ
く
り
・

住
ま
い
づ
く
り
フ
ェ
ア

当
日
は
朝
か
ら
曇
り
空
で
雨

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
会

前
か
ら
多
く
の
来
場
者
で
賑
い
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
地
元
の
保
育
園
児
た
ち
に
よ

る
「
深
江
太
鼓
」
の
演
奏
や
、

餅
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

島
原
支
部
の
ブ
ー
ス
で
は
木

工
教
室
と
し
て
の
「
す
の
こ
作

り
」
と
「
ト
ロ
ッ
コ
作
り
」
を

行
い
、
客
足
が
途
絶
え
ず
大
い

に
賑
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

午
後
に
な
る
と
心
配
し
て
い
た

雨
が
降
り
始
め
、
あ
い
に
く
の

天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
木
工

教
室
に
用
意
し
て
い
た
材
料
も

大
盛
況
で
全
て
終
了
し
、
今
年

も
活
気
あ
る
住
宅
フ
ェ
ア
と
な

り
ま
し
た
。

《
長
崎
会
場
》

ま
ち
づ
く
り

総
合
住
宅
フ
ェ
ア

今
回
は
、
初
の
試
み
と
し
て
、

小
学
生
を
対
象
に
各
団
体
で
計

画
し
た
取
り
組
み
（
測
量
体
験
、

Ｃ
Ｇ
で
の
作
図
、
木
工
教
室
な

ど
）
を
「
お
仕
事
体
験
」
と
し

て
実
施
。
協
会
で
も
木
工
教
室

と
し
て
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ

ア
」
の
作
成
に
取
り
組
み
、
事

前
申
し
込
み
分
一
九
組
も
含
め

準
備
し
て
い
た
百
六
十
組
の
材

料
は
完
売
す
る
盛
況
ぶ
り
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
中

心
に
設
け
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
、

建
屋
を
組
み
立
て
て
の
上
棟
式

の
実
演
と
も
ち
ま
き
、
木
造
軸

組
み
を
用
い
て
の
木
造
耐
震
実

演
も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
場
で
は
、
釘
打

ち
、
丸
太
切
り
競
争
や
ク
イ
ズ

大
会
や
会
場
横
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
で
は
う
ご
く
影
絵
展
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
雨
が
降
る
な
ど
、
天
候
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
、
協
会
や
組
合

の
存
在
を
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
た
二
日
間
に
な

り
ま
し
た
。

十
一
月
十
日
㈫
午
後
七
時
か

ら
、
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
に
て
長

崎
・
県
央
地
区
の
労
働
安
全
推

進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
北
地
区
と

隔
年
お
き
に
開
催
す
る
大
会
で
、

今
年
は
長
崎
・
県
央
地
区
で
開

催
さ
れ
、
全
体
で
九
十
五
名
の

参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
高

谷
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
、
労

災
事
故
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
へ
の
黙
祷
の
後
、
北
村

執
行
委
員
長
の
代
表
挨
拶
。
記

念
講
演
で
は
長
崎
労
働
局
池
田

健
康
安
全
課
長
よ
り
「
木
造
住

宅
建
築
工
事
に
お
け
る
安
全
対

策
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
建
設
業
で
の
死
亡

災
害
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
最

近
は
熱
中
症
な
ど
の
災
害
も
増

加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
な
ど

災
害
事
例
に
つ
い
て
も
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
支

部
よ
り
推
薦
さ
れ
た
安
全
功
労

の
表
彰
が
行
わ
れ
｛
一
〇
事
業

所
｝伊
藤
支
部
長（
大
村
支
部
）

よ
り
安
全
の
誓
い
が
宣
言
さ
れ
、

参
加
者
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
里
副
委
員
長
の

挨
拶
で
閉
会
と
な
り
、
現
場
で

の
災
害
撲
滅
を
改
め
て
認
識
す

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
会

で
表
彰
さ
れ
た
安
全
功
労
賞
の

受
賞
者
は
左
記
の
事
業
所
で
す
。

子
供
た
ち
も

技
能
を
身
近
に
体
験

十
一
月
十
五
日
㈰
に
長
崎
市

浜
町
ベ
ル
ナ
ー
ド
観
光
通
り
で

「
技
の
祭
典
〜
技
能
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
の
技
能
振
興
を
は
か
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
若

年
者
等
が
技
能
を
身
近
に
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
の
づ
く

り
の
魅
力
や
技
能
に
対
す
る
理

解
の
促
進
な
ど
を
目
的
に
開
催
。

長
崎
県
職
業
能
力
開
発
協
会
が

主
催
し
県
や
長
崎
市
等
が
後
援
。

県
下
の
技
能
士
会
団
体
や
工
業

高
校
、
大
学
の
グ
ル
ー
プ
等
十

八
団
体
が
出
展
し
ま
し
た
。

建
設
長
崎
は
、
子
供
達
の
木

工
体
験
と
し
て
「
万
能
腰
か

け
」
を
作
り
ま
し
た
。
午
前
十

時
三
十
分
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か

ら
約
三
十
分
毎
に
五
人
ず
つ
の

グ
ル
ー
プ
で
製
作
。
普
段
は
釘

を
打
っ
た
こ
と
の
な
い
小
さ
な

子
供
さ
ん
も
組
合
員
さ
ん
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
一
所

懸
命
に
金
槌
を
振
っ
て
い
ま
し

た
。
今
年
は
子
供
達
の
参
加
も

多
く
、
北
村
委
員
長
は
「
完
成

品
を
持
ち
帰
る
よ
り
、
自
分
で

作
っ
た
方
が
楽
し
い
の
だ
ろ
う
。

子
供
た
ち
が
建
設
業
に
就
き
た

い
と
思
え
た
ら
い
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
午
後
五
時
ま
で

に
約
六
十
人
の
家
族
や
子
供
た

ち
が
腰
掛
け
つ
く
り
を
体
験
し

ま
し
た
。

【
労
働
安
全
功
労
賞
】《
敬
称
略
》

坂
口
建
工

坂
口
忠
義（
中
央
支
部
）

田
上
建
築

田
上
義
高（
大
浦
支
部
）

脇
岬
原
建
設

原

傑（
市
南
支
部
）

木
の
香
工
房

本
田

勇（
東
長
崎
支
部
）

ふ
る
か
わ
住
装

古
川

勝（
浦
上
西
支
部
）

マ
イ
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
森
建
築

森

政
一（
浦
上
東
支
部
）

㈲
佐
々
口
工
務
店

佐
々
口

平（
西
彼
支
部
）

近
松
工
務
店

近
松
和
男（
諫
早
支
部
）

岩
永
住
宅

岩
永
義
勝（
大
村
支
部
）

坂
本
工
業
所

坂
本

敏（
島
原
支
部
）

長崎・佐世保・島原の3会場に出展
多くの来場者で賑う

安全の誓いを全員の拍手で採択

労労
働
安
全
推
進
大
会

（
長
崎
・
県
央
地
区
）

技
能
ま
つ
り

技
の
祭
典

労働災害ゼロをめざして労働災害ゼロをめざして

▲子供の製作を手伝う内野中央支部長 ベルナード観光通

▲長崎会場 大波止おくんち広場

▲佐世保会場 島瀬公園

▲島原会場 サンプラザ万町駐車場
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長建国保

プラチナ
友 の 会

中
央
総
支
部

浦
上
総
支
部

平
成
28
年
度
国
保
予
算
確
保
に
向
け
た

ハハ
ガガ
キキ
要要
請請
行行
動動

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

国
保
組
合
の
補
助
金
を
め
ぐ

る
情
勢
が
不
透
明
で
補
助
制
度

が
大
き
く
変
更
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
中
、
長
建
国
保
に
対
す

る
現
行
補
助
水
準
の
維
持
に
向

け
組
合
で
組
合
員
・
家
族
の
皆

様
に
ハ
ガ
キ
要
請
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
所
、
一
万
六
千

八
百
十
二
通
の
要
請
ハ
ガ
キ
を

集
約
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
今
回
は
、
十
五
支
部

の
全
支
部
が
目
標
枚
数
の

一
〇
〇
％
を
達
成
し
ま
し

た
。
中
で
も
佐
世
保
北
支

部
は
組
織
数
の
三
・
七
倍

を
達
成
し
、
取
り
組
み
に

対
す
る
大
き
な
力
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
全
体
で

も
割
当
の
一
〇
〇
％
を
超

え
る
取
り
組
み
が
出
来
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
全
て
点
検
し
、
厚

生
労
働
省
・
財
務
省
へ
全
通
投

函
し
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に

ご
協
力
頂
い
た
組
合
員
・
ご
家

族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

県
下
9
カ
所
四
〇
三
名
受
診

平
成
27
年
度

巡
回
健
診

昨
年
に
引
き
続
き
、
長
建
国

保
で
は
よ
り
多
く
の
皆
様
に
健

康
診
断
を
受
診
し
て
い
た
だ
く

為
、
今
年
度
は
五
月
か
ら
十
一

月
に
か
け
て
日
曜
日
に
そ
れ
ぞ

れ
県
下
九
カ
所
に
て
巡
回
健
診

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

「
日
曜
日
し
か
休
み
が
な
い

か
ら
助
か
る
」、「
レ
ン
ト
ゲ
ン

や
心
電
図
な
ど
無
料
で
検
査
が

た
く
さ
ん
受
け
ら
れ
て
良
か
っ

た
」
な
ど
の
お
声
も
頂
き
、
今

年
度
も
巡
回
健
診
を
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

午
前
九
時
半
か
ら
受
付
を
開

始
し
、
一
人
当
た
り
十
五
分
か

ら
二
十
分
程
度
で
健
診
を
終
了

し
、
各
会
場
で
四
〇
三
名
の
方

が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

巡
回
健
診
は
特
定
健
診
の
検

査
項
目
に
加
え
、
痛
風
検
査
・

貧
血
検
査
・
腎
機
能
検
査
・
視

力
・
聴
力
・
心
電
図
検
査
・
胸

部
Ｘ
線
検
査
が
無
料
で
受
け
ら

れ
る
、
お
得
な
健
診
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
も
今
年
度
同

様
に
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。年

に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

の
為
に
、
是
非
巡
回
健
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

―
昔
話
に
盛
り
上
が
り

来
年
も
元
気
で
会
お
う
―

十
一
月
十
二
日
㈭
午
後
六
時

か
ら
中
央
総
支
部
・
浦
上
総
支

部
合
同
で
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
プ
ラ
チ
ナ

友
の
会
を
長
崎

サ
ン
プ
リ
エ
ー

ル
で
開
催
し
ま

し
た
。

プ
ラ
チ
ナ
友

の
会
は
、
七
十

歳
を
超
え
た
組

合
員
さ
ん
が
対

象
で
、
今
回
三

十
一
名
の
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、

セ
ン
ト
ヒ
ル
長

崎
で
毎
年
開
催

し
て
い
ま
し
た

が
、
会
場
を
長
崎
サ
ン
プ
リ

エ
ー
ル
に
変
更
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
会
場
を
間
違
え
て
、
い
つ

も
の
所
に
行
か
な
い
か
と
心
配

し
ま
し
た
が
、
無
事
、
全
員
が

揃
っ
て
一
安
心
で
す
。

当
日
は
、
本
部
三
役
、
支
部

長
さ
ん
に
も
参
加
頂
き
、
先
輩

方
と
懇
談
を
深
め
ま
し
た
。

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
の
中
に
は

本
部
三
役
や
支
部
長
を
経
験
さ

れ
た
方
も
来
て
頂
き
ま
し
て
、

昔
話
に
い
っ
そ
う
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
く
じ
引
き
を
行
い

残
っ
た
賞
品
を
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で

勝
っ
た
ら
貰
い
、
大
喜
び
で
皆

さ
ん
童
心
に
帰
っ
た
気
持
ち
で

大
盛
会
の
中
、
来
年
も
お
互
い

元
気
で
会
う
こ
と
を
話
し
合
い

な
が
ら
散
開
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
五
日
か
ら
十
六
日

の
二
日
間
佐
世
保
北
支
部
旅
行

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
今
回
は

近
場
の
魅
力
再
発
見
の
旅
と
い

う
事
で
、
佐
賀
は
唐
津
か
ら
福

岡
糸
島
を
経
由
し
有
田
ま
で
を

時
計
回
り
で
巡
っ
て
参
り
ま
し

た
。唐

津
に
は
、
長
崎
に
も
縁
の

あ
る
炭
鉱
王
高
取
伊
好
の
旧
邸

が
あ
り
、
唐
津
城
か
ら
見
下
ろ

す
城
下
跡
の
一
角
に
立
派
な
御

殿
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
邸

内
に
は
各
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て

お
り
、
皆
さ
ん
方
の
食
い
入
り

様
も
一
入
で
し
た
。

昼
食
後
訪
れ
た
雷
山
千
如
寺

で
事
は
起
こ
り
ま
し
た
。
ハ
イ
、

例
の
ヤ
ツ
で
す
。
や
っ
ぱ
り
無

く
な
る
ん
で
す
ね
、
靴
っ
て
。

お
寺
様
に
は
代
わ
り
の
履
物
ま

で
頂
戴
し
て
、
有
難
い
や
ら
申

し
訳
な
い
や
ら
、
言
葉
も
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。（
後
日
、

靴
は
発
見
さ
れ
ま
し
た
）

皆
さ
ん
方
意
外
に
エ
ン
ジ
ョ

イ
さ
れ
た
の
が
佐
賀
城
の
本
丸

歴
史
館
で
、
復
元
さ
れ
た
本
丸

内
部
の
殆
ど
を
歩
い
て
回
れ
る

た
め
、
大
広
間
な
ど
普
段
は
あ

ま
り
入
ら
な
い
様
な
場
所
も
間

近
で
観
察
す
る
事
が
出
来
、
時

間
が
足
り
な
い
ご
様
子
で
し
た
。

と
も
あ
れ
、
ケ
ガ
は
無
く
無
事

帰
還
し
、
参
加
者
の
約
半
数
が

翌
日
の
活
動
者
研
修
会
へ
も
出

席
頂
き
、
半
分
二
泊
三
日
？
の

よ
う
な
旅
行
は
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
後
は
く
れ
ぐ
れ
も
酒
に
呑
ま

れ
ぬ
様
！

（
小
野
）

平
戸
地
元
の
寺
田
副
委
員
長
に
ホ
テ
ル
・

送
迎
バ
ス
・
宴
会
と
お
世
話
頂
き
十
一
月
十

四
・
十
五
日
平
戸
へ
忘
年
会
を
兼
ね
て
一
泊

旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。
二
十
一
名
の
参
加
者

の
中
、
ご
夫
婦
で
の
参
加
が
六
組
あ
り
、
大

浦
支
部
の
団
結
力
の
元
が
分
か
っ
た
よ
う
で

し
た
。
大
い
に
飲
み
、
ご
馳
走
を
頂
き
、
カ

ラ
オ
ケ
も
盛
り
上
が
り
、
女
性
た
ち
は
お

し
ゃ
べ
り
に
花
を
さ
か
せ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
来

年
も
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
寺
田
副
委
員
長
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
鳥
田
愛
子
）

大
村
支
部
萱
瀬
分
会
で
は
十

一
月
八
日
㈰
、
萱
瀬
小
学
校
一

帯
で
行
わ
れ
た
第
三
回
4
4
4

し
あ
わ
せ
街
道
ま
つ
り
に
出
展

し
、
住
宅
デ
ー
を
開
催
、
無
料

木
工
教
室
と
左
官
壁
塗
り
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

無
料
木
工
教
室
で
は
「
す
の

こ
」「
プ
ラ
ン
タ
ー
」「
本
立

て
」「
調
味
料
入
れ
」
の
材
料

を
用
意
。
金
槌
と
木
材
の
コ
ン

コ
ン
鳴
る
音
に
呼
び
寄
せ
ら
れ

た
の
か
、
続
々
と
お
客
さ
ん
が

並
び
、
列
を
な
し
て
い
ま
し
た
。

隣
の
壁
塗
り
体
験
の
テ
ン
ト
で

も
、
子
供
達
が
慣
れ
な
い
コ
テ

の
扱
い
を
教
わ
り
な
が
ら
、
壁

塗
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

休
憩
を
取
る
間
も
な
い
程
の

大
盛
況
ぶ
り
で
、
昼
過
ぎ
に
は

用
意
し
て
い
た
材
料
も
な
く
な

り
、
皆
で
お
昼
を
食
べ
て
終
了

し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
山
本
）

支部旅行兼忘年会

夫婦での参加者多数
大浦支部

支 部 旅 行佐世保北支部

萱瀬分会 住宅デー

～息つく間もなく大盛況～
大村支部

集約数 16，812通

近場の魅力再発見の旅 佐賀・福岡
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２０１５年の主な出来事

北
松
支
部

支
部
旅
行

〜
楽
し
い
旅
行
時
も
、

地
元
愛
は
忘
れ
な
い
〜

十
一
月
一
日
㈰
、
二
日
㈪
に
、

鹿
児
島
県
の
知
覧
を
中
心
に
二

十
名
の
参
加
で
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。
北
松
か
ら
最
初
の
見
学

地
ま
で
四
時
間
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
バ
ス
の
中
で
は
早
々
に

乾
杯
の
声
が
上
が
り
一
日
目
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
麹
工
場
と
城
山
展

望
台
の
見
学
で
し
た
。
予
報
で

は
、
鹿
児
島
に
着
く
頃
に
雨
が

降
り
、
帰
る
頃
に
曇
り
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
見
学

し
て
い
る
時
に
雨
が
降
る
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
傘
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

夜
の
宴
会
で
は
、
歌
に
自
信

の
あ
る
方
々
が
次
々
に
マ
イ
ク

を
手
に
し
、
大
盛
り
上
が
り
の

カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
武
家
屋
敷
、
知

覧
特
攻
記
念
館
、
焼
酎
・
か
る

か
ん
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

武
家
屋
敷
で
は
、
梁
を
見
ら

れ
る
方
、
庭
を
気
に
さ
れ
る
方

と
様
々
な
見
方
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
知
覧
特
攻
記
念
館
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
戦
争
の
悲
惨
さ
を

感
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
早

速
旅
行
の
思
い
出
話
が
始
ま
り
、

魚
は
佐
世
保
の
方
が
美
味
い
、

お
茶
は
世
知
原
が
勝
っ
て
い
る

等
の
地
元
愛
を
お
酒
を
片
手
に

熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

無
事
に
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
西
田
）

旗 開 き

◎本部旗開き（５日）
●各支部旗開き（１３日～２０日）
●新春祝賀会・交流会（２３日）
●（一社）長崎県中小建設業協会新春交流会（２３日）
●本部主婦会新年の集い（２７日）

１月 要 請 行 動

●所得税受付（３日～２６日）
◎西海市要請行動（５日）
●長与町要請行動（１７日）
●各支部賃金拡大委員会（１６日～２７日）
●長建国保第９０回組合会（２５日）

２月 総決起集会

●所得税一括申告（１３日・１４日）
●消費税受付（１６日～２５日）
◎総決起集会（２６日）
●長建国保保険証更新受付(１２日～)

３月 特 定 健 診

◎２７年度特定健診スタート
●統一地方選挙・県議選（１２日）
市議町議選（２６日）

・組合推薦議員１０名当選

４月

メ ー デ ー

◎第８６回長崎地区メーデー（１日）
●労働保険年度更新受付（１８日～６月１２日）
●支部対抗ソフトボール大会（２４日）

５月

各支部大会

◎各支部大会
●国保組合協議会（１７日～１８日）
●全国青年技能競技大会（２２日～２４日）

９月

青年技能競技大会

●九地協企業交渉（４日～５日）
◎青年技能競技大会（７日）
●青年部大会（２３日）

６月

大 運 動 会

●佐世保地区住宅フェア（１１日）
◎大運動会（１８日）
●本部主婦会日帰り研修会（２２日）
●波佐見町・川棚町要請行動（２６日）
●第５６回全建総連大会（２８日～３０日）

１０月

第７０回定期大会

●主婦会総会（２日）
●全建総連中央総決起大会（８日）
●長建国保第９１回組合会（９日）
◎第７０回定期大会（１９日）
●（一社）長崎県中小建設業協会
第３回定期総会（２３日）

７月

活動者研修会

●島原地区住宅フェア（１日）
●まちづくり総合住宅フェア（７日～８日）
●長崎・県央地区労働安全大会（１０日）
●長崎県知事・長崎市長要請行動（１０日）
●技能祭り（１５日）
◎建設長崎活動者研修会（１７日）
●全建総連予算要求中央行動（２５日）
●省エネ講習（２９日）

１１月

原爆殉難者慰霊祭

◎原爆殉難者慰霊祭（８日）
●浦上川万灯流し（９日）
●県央振興局要請行動（２７日）
●諫早市長要請行動（２７日）
●各支部大会

８月

国保予算要求行動

●各支部忘年会
◎国保予算要求行動（２日）
●福岡国税局交渉（２２日）
●仕事納め（２８日）

１２月

▲知覧にて
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